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1. は じめ に

 一 般 的 に骨 密 度 は発 育 とと もに増 加 し、20歳 一30

歳 こ ろ ピ ー ク を迎 え る。 これ が 最 大 骨 密 度(最 大

骨 量 、peak bone mass)で あ る。 閉経 以 後 の 骨 粗 霧

症 の 予 防 の ため に は こ の最 大 骨 量 をい か に高 め 、

そ の 後 の 骨 密 度 の 減 少 を、 い か に抑 え るか が 重 要

で あ る。 最 大 骨 量 は遺 伝 的 要 因 や 生 活 様 式 、 ホ ル

モ ン な どの 影 響 を う け る。 さ ら に、 骨 強 度 に影 響

を与 え る 後 天 的 要 因 と して 運 動 が あ げ られ て い る。

しか し激 しい 運 動 は各 種 月 経 異 常(運 動 性 無 月経)

を発 症 す る こ とが 知 られ て い る 。特 に 、 運動 性 無

月経 に伴 う骨 密 度 の 低 下 が 注 目 され て い る 。 そ こ

で 、 本報 告 は 若 年 女 子 バ レエ ダ ンサ ー の 月経 状 態

が骨 密 度 に い か な る 影 響 を及 ぼ す の か を 究 明 す る

こ とを 目的 とす る 。

2. 対 象 と方 法

(1)被 験 者

 調 査 の対 象 は18-22歳 の バ レエ ダ ンサ ー14名(正

常 月経 群9名 、 月経 不 順群5名)と 対 照 群 と して

正 常 周 期 を 有 す る 一般 女 子 学 生14名 と した。 月経

状 態 は ア ン ケ ー ト に よ り 正 常 月 経 群

(Eumenorrhea)と 月 経 不 順 群(無 月 経: Amenorrhea

お よ び不 規 則 月経: Ohgomenorrhea)に 分 け た。

(2)測 定 項 目

 骨 密 度 の 測 定 はDEXA(Dual Energy X, ray

Absorptiometry)法 に よ るXR-26、Norland社 製 測

定 装 置 を 用 い 、 腰 椎(lumbar spine: L2-L1)、 大 腿

骨 頸 部(femur neck)、 大 腿 大転 子 部(trochanter)、

ward'striangleお よ び 全 身(total bone mineral

density)に つ い て実 施 した。 また体 組 成 は 身 長 、

体 重 、BMI、 体 脂 肪 率 お よび 除 脂 肪 体 重 を用 い た 。

こ れ ら はDEXAに よ るBone Densitometry結 果 紙

に よ って算 出 した 。

(3)統 計 処 理

 統 計 学 的検 討 はSPSS programを 用 い 、グル ー プ

間 の差 の有 意 性 はt検 定 に よ り検 討 した 。

3-結 果 と考 察

(1)バ レエ と骨 密 度

 バ レエ ダ ンサ ー の正 常 月経 群 は大 腿 骨 頸 部 の骨

密 度 が 対 照 群 よ り明 らか に高 値 で あ っ た(Fig. 2)。

こ の こ とはバ レエ の動 きの 中 の ジ ャ ンプ や リー プ 、

着 地 な どの 衝 撃 負 荷(impact load)が 骨 形 成 に とっ

て有 効 な運 動 種 目特 性 の1つ で あ る こ とを意 味 す

る と考 え られ る。

(2)月 経 状 態 と骨 密 度

 月経 不順 群 は す べ て の 測 定 部 位 の 骨 密 度 が 正 常

月 経 群 よ り有 意 に低 値 で あ り(Fig. 1-5)、 特 に 月

経不順群の腰椎骨密度は対照群 よりも有意に低値

であった(Fig。1)。 これらの結果か らバ レエダン

サーの月経状態は骨密度に対する有意の影響因子

であることが想定 される。

(3)体 組成と月経状態

 月経状態ごとに体組成を比較 した結果、月経不

順群の平均身長、体重、BMI、 体脂肪率は正常月

経群 より有意に低いことが認められた。 しかし、

除脂肪体重の差は認められなかった。また、両群

ともに対照群より初潮遅延が認められた。これら

の結果から低体重で体脂肪量の少ないダンサーが

コンディショニングやプロポーション維持などの

ために節食や減食によりウェイトコントロールを

行うことが多いため初潮の遅延や月経周期異常を

惹起するものと考えられる。

4. まとめ

(1)バ レエダンサーの正常月経群は大腿骨頸部

の骨密度が対照群より有意に高かったことから、

バ レエの運動特性が骨形成にとって有効であるこ

とが示唆された。

(2)月 経不順であるバ レエ ダンサーや、骨粗霧

症の発症ばか りでなく、練習に伴う疲労骨折や筋、

骨障害を防止するためにも、カルシウムの補足な

どの食餌療法とホルモン療法などの積極的な骨密

度強化対策が必要であると考えられる。
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